
第３回事故事例巡回セミナー開催について
　　　　　　　　　　                     　石油化学工業協会
本巡回セミナーは各種事故への対応、事故原因究明の経験等を有する業界諸先輩の生の声で事例、現場管理の要点の紹介を行い、現場管理者の気づきの機会とするもので、昨年２月に第１回を千葉地区で行った。

今回は、昨年８月の第２回の水島地区に引き続き、第３回として２月５日(金)に藤村氏と奥田氏に講師をお願いし、四日市地区で開催された。近隣の石化協会員各社より現場管理者を中心とした約１４０名の参加者が、半日にわたり熱心に聴講した。
藤村氏は、自身が経験した事故の直接的な原因、その裏側にある様々な人的背景、設備的背景等について説明し、「語り部」として、後輩が同種の事故を繰り返さない為に、その想いを講演頂いた。

奥田氏は、豊富な工場経験を通して得られた教訓や管理の基本について、経験された事故事例等の説明と解析を交えながら講演頂いた。
記
１．日　時　　平成２２年２月５日（金）１３：３０～１７：００
２．場　所    四日市港ポートビル２Ｆ　四日市港管理組合　大会議室
３．参加対象

石化協会員の四日市、名古屋地区の事業所の製造課長、課長代理、その一歩手前のスタッフ層を主体

４．参加者数　　１１社１４２名

５．プログラム
	時　　間
	内　　容　（敬称略）

	13：30～13：40
	挨　拶
東ソー㈱ 理事 四日市事業所長　前田　由博

石油化学工業協会 保安・衛生小委員長　中島　亮一

	13：40～15：10
	失敗から私達が学ばねばならないもの

藤村　直孝　（三井化学㈱社会・環境本部本部長付）

	15：10～15：20
	休　憩

	15：20～16：50
	事例に基づく保安の取組みへの提言
－信頼・納得経営をベースにした安全文化・風土醸成による

本質的事故防止を！－

奥田　宗博　（元出光興産㈱千葉工場長）


６．講演概要

(1) 「失敗から私達が学ばねばならないもの」

安全技術は過去の多くの失敗（事故・災害）を糧として進歩して来たが、ここ数年事故・災害数は再び増加傾向にあった。少なくともＩＳＯの導入以来、日本中の企業は安全管理システムの改善には前向きに努力をして来たし、それなりの成果もある。一方最近の事故・災害を見るに未知の領域（技術）に踏み込んだことが主因であるものが多いとは思われない。

そんな思いの中で、安全・環境部長時代に三井化学グル－プの安全を預かる者として社員一人一人の心に安全の尊さを訴え、安全文化再構築を目指してヒュ－マンファクタ－に着目し取り組んだ具体的な事例を紹介しながら、同領域で働く技術者としてのあるべき姿（技術者倫理）についても説明があった。
(2) 「事例に基づく保安の取組みへの提言」

－信頼・納得経営をベースにした安全文化・風土醸成による本質的事故防止を！－

事故の原因には、ヒューマンエラー、設備の問題などいろいろあるが、その根っ子には人が居る。組織・職場のＤＮＡに潜む事故の原因を見つけ、そこにメスを入れ、安全文化・風土を醸成することが 事故防止の要である。

過去の事例や経験を紐解きながら、事故の未然防止への考え方や取組みに関し、現場管理者、リーダーの参考となる事項の説明があった。
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